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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月28日(2015.8.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非水系二次電池用黒鉛粒子であって、
　該黒鉛粒子を使用して得られた負極の、下記測定方法により測定された吸液性係数が０
．１１ｍｇ／ｓｅｃ０．５以上であることを特徴とする非水系二次電池用黒鉛粒子。
　＜吸液性係数の測定方法＞
自動表面張力計（Ｋｒｕｓｓ　Ｋ１００）を用いて、１ｃｍ×４ｃｍにカットした負極片
（下記の方法によって作製される）を地面に垂直に立てて端面をＰＣ（プロピレンカーボ
ネート）溶媒へ浸した際の、負極内へのＰＣ溶媒吸い上がり量を重量変化速度（ｍｇ／ｓ
ｅｃ）として測定する。
得られた重量変化速度（ｍｇ／ｓｅｃ）から吸液性係数（ｍｇ／ｓｅｃ０．５）を算出す
る。
　＜負極片の作製方法＞
前記非水系二次電池用黒鉛粒子２０．００±０．０２ｇに、１質量％カルボキシメチルセ
ルロースナトリウム塩水溶液を２０．００±０．０２ｇ（固形分換算で０．２００ｇ）、
及び重量平均分子量２７万のスチレン・ブタジエンゴム水性ディスパージョン０．５０±
０．０５ｇ（固形分換算で０．２ｇ）を、キーエンス製ハイブリッドミキサーで５分間撹
拌し、３０秒脱泡してスラリーを得る。
集電体上に、前記非水系二次電池用黒鉛粒子が１４．５±０．３ｍｇ／ｃｍ2付着するよ
うに前記スラリーを塗布・乾燥し、プレスして、活物質層密度１．８０±０．０３ｇ／ｃ
ｍ3の活物質層を有する負極を作製する。
該負極を１ｃｍ×４ｃｍにカットする。
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【請求項２】
　前記測定方法に用いる負極の細孔径８０ｎｍ以上９００ｎｍ以下の微細孔容積が０．０
８ｍｌ／ｇ以上であることを特徴とする請求項１に記載の非水系二次電池用黒鉛粒子。
【請求項３】
。
　３種類以上の異なる粒径の黒鉛粒子を混合した黒鉛混合粒子であって、前記黒鉛粒子の
うち円形度が大きい３種の黒鉛粒子間のｄ５０の差の絶対値がいずれも２．５μｍ以上で
あることを特徴とする非水系二次電池用黒鉛粒子。
【請求項４】
　前記円形度が大きい３種の黒鉛粒子の円形度が、それぞれ０．８８以上であることを特
徴とする請求項３に記載の非水系二次電池用黒鉛粒子。
【請求項５】
　前記円形度が大きい３種の黒鉛粒子について、これらのうち少なくとも１種の黒鉛粒子
単材のプレス荷重が他の黒鉛粒子単材のプレス荷重の３倍以上であることを特徴とする請
求項３又は４に記載の非水系二次電池用黒鉛粒子。
【請求項６】
　前記非水系二次電池用黒鉛粒子全体に占める前記円形度が大きい３種の黒鉛粒子の合計
質量割合が、６０質量％以上であることを特徴とする請求項３から５のいずれか１項に記
載の非水系二次電池用黒鉛粒子。
【請求項７】
　天然黒鉛を含むことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の非水系二次電
池用黒鉛粒子。
【請求項８】
　集電体と、該集電体上に形成された活物質層とを備えると共に、該活物質層が、請求項
１～７のいずれか１項に記載の非水系二次電池用黒鉛粒子を含有することを特徴とする、
非水系二次電池用負極。
【請求項９】
　リチウムイオンを吸蔵・放出可能な正極及び負極、並びに、電解質を備えると共に、該
負極が、請求項８に記載の非水系二次電池用負極であることを特徴とする、非水系二次電
池。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　＜本発明の非水系二次電池用負極の物性＞
　（吸液性係数）
　本発明の非水系二次電池用負極の吸液性係数は、負極片を地面に垂直に立てて端面をＰ
Ｃ（プロピレンカーボネート）溶媒へ浸した際の負極内へのＰＣ溶媒吸い上がり速度から
算出した値であり、好ましくは０．１１ｍｇ／ｓｅｃ０．５以上、より好ましくは０．１
２ｍｇ／ｓｅｃ０．５以上、更に好ましくは０．１５ｍｇ／ｓｅｃ０．５以上、特に好ま
しくは０．１６ｍｇ／ｓｅｃ０．５以上である。吸液性係数が上記範囲を下回ると、本発
明の負極から得られる非水系二次電池の充放電の際に電解液の移動が十分円滑に行われず
、急速充放電をさせた時にリチウムイオンの挿入脱離が間に合わなくなり、それに伴いリ
チウム金属が析出しサイクル特性が悪化する傾向がある。前記吸液性係数は、通常１ｍｇ
／ｓｅｃ０．５以下である。
 
【手続補正３】



(3) JP 2014-67680 A5 2015.10.15

【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２１】
　このスラリーを、集電体である厚さ１８μｍの銅箔上に、負極材料が１４．５±０．３
ｍｇ／ｃｍ2付着するように、ドクターブレードを用いて幅５ｃｍに塗布し、室温で風乾
を行った。更に１１０℃で３０分乾燥後、直径２０ｃｍのローラを用いてロールプレスし
て、活物質層の密度が１．８０±０．０３ｇ／ｃｍ3になるよう調整し電極シートを得た
。
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